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災害時に、避難所等に必要な仮設トイレを設置し、衛生的な環境を確保すること

は、被災者支援の中でも極めて重要な課題となっています。 

そうした中、今回新たに、数多くの仮設トイレ等を保有する株式会社ＫＡＩＫＡ

福岡支社と「災害時における仮設トイレの供給協力に関する協定」を締結すること

となりました。 

つきましては、下記のとおり協定締結式を開催しますので、ぜひ取材をお願いい

たします。 

記 

 

１ 日  時  令和７年７月２８日（月）１６：１５～１６：４５ 

 

２ 場  所  本庁舎４階 記者会見室（北九州市小倉北区城内 1 番 1 号）  

 

３ 内  容  ①挨拶（概要説明・企業等紹介）②質疑応答 ③写真撮影 

 

４ 出 席 者  ㈱ＫＡＩＫＡ 福岡支社 

             北部九州ブロック長 吉原 大輔（よしはら だいすけ） 
 
        北九州市 副市長 大庭 千賀子 

 

 

５ 供給予定品  

       

 

 

 

 

                                

       

 

  

 

締結前基数 ２，２７５基 

うち、洋式 ４５５基 

確保基数 １８，２７５基 

うち、洋式 ５，４５５基 

【問合せ先】 

環境局業務課 

 電話：０９３－５８２－２１８０ 

担当：（課長）山倉（係長）大川 

災害時のトイレの安心が大幅にアップ！ 

 「災害時における仮設トイレの供給協力に関する協定」 

の締結式を開催します 

締結により、市のトイレ確保基数は 


